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これまで, 沖縄に分布する国頭マージ, 島尻マージ,

ジャーガルの３つの土壌とジャーガルの母岩となってい

るクチャ (島尻層群泥岩) の水分散性 (分散特性) や沈

降特性などについて調査研究1) 2)を行ってきた.

この結果, それぞれの土壌等が単独に懸濁液中に存在

する場合, 沈降速度は酸性を示す国頭マージが最も早く,

アルカリ性を示すジャーガルやクチャでは最も沈降速度

が遅くなり, 弱酸性～弱アルカリ性を示す島尻マージが

両者の中間的な沈降特性を示すことがわかっている.

また, 土壌等に含まれる水分散性懸濁物質量は, クチャ

が最も多く, 次にジャーガル, 国頭マージとなり, 島尻

マージは最も懸濁物質量が少なくなる.

このように, 土壌等の種類により水分散性や沈降特性が

かなり特徴的であることがわかってきた.

一方, 実際の開発現場では, いくつかの土壌等が混在

しており, 農地においては土壌改良の目的から島尻マー

ジにクチャが客土されている場合も多い.

島尻マージとクチャなどが混在する開発事業などでは,

浸透池を設置し地下浸透により濁水処理を行っていると

ころも多い. このため, 降雨の際に流出するクチャが浸

透池底部に溜まり, 濁水が浸透できずに貯留していたり,

オーバーフローしている事例もみられる.

このように土壌等が混在する地域での濁水処理に関し

ては, これまでのような一律的な対策だけでなく, 種々

の対策について検討することが必要となっている.

そこで, 島尻マージにクチャなどが混入されることによ

り, 水分散性 (浸食性) や沈降特性がどのように変化す

るのか, 今回室内試験を行ったので報告する.� ����
１. 水分散試験

島尻マージにクチャや国頭マージを混合した場合と,

国頭マージにクチャを混合した場合の３つの組み合わせ

について水分散性の懸濁質濃度を測定した.

混合土壌100ｇに蒸留水を加え500��とし, １分間
(約30回) 上下転倒かく拌後, １分間静置, 上層300��
を分取, 浮遊物質量 (ＳＳ) を����0102により測定し,
これを水分散性懸濁質濃度とした.

２. 沈降試験

沈降試験は, 次の２つの方法で行なった.

1) まず初めに所定の比率で２種類の土壌等を混合し,

その後水分散させて得た懸濁液 (以下, 土壌懸濁液とす

る.) の沈降特性

2) 各土壌等を水分散させて得た懸濁液を, 所定の比率

で混合した懸濁液 (以下, 混合懸濁液とする.) の沈降

特性

各懸濁液は, 初期濃度が5�000����になるように有栓
500��容メスシリンダーにいれ, 上下転倒後静置した.
その後, 一定経過時の懸濁液を液面より13��の位置か
ら採取し懸濁液の濁度を測定した.

濁度は, 東京電色社製積分球光電散乱光度計ＭＯＤＥ
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要旨：２種類の土壌等を混合することにより, 水分散性や沈降特性などについて次のような結果が得られた. 島尻マー

ジにクチャを混合すると, 水分散性の懸濁質濃度はクチャの量に比例して高くなる. 沈降もクチャの量が３割以上にな

るとクチャ並に遅くなる. 島尻マージに国頭マージを混合すると, 懸濁質濃度は国頭マージの量に比例して高くなる.

沈降は国頭マージが１割混合するだけで, 国頭マージ並に早くなる. 国頭マージとクチャの組み合わせでは, クチャの

量に比例して懸濁質濃度も高くなり, 他の土壌等の組み合わせに比べ最も高くなる.
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ＬＴ－2600Ｄで測定した.

３. 浸入能試験 (浸透試験)

島尻マージ土壌をろ材に用い, 島尻マージ単独の懸濁

液, 島尻マージとクチャの混合懸濁液, クチャ単独の懸

濁液を注入し浸入速度を次の方法で測定した.

・１リットル・ペットボトル容器の底から１��と20��
の部分で切り取り, 底の部分にガ－ゼを張り付けた.

島尻マージ土壌を10��入れ, 土壌の容積重が1�0����3
になるように調整した. 次に蒸留水を３～４回注入し土

壌を安定させた後, それぞれの懸濁液について, １～４

回連続して浸入能試験を行った. 懸濁液の濃度 (ＳＳ)

は, 10�000����に設定した.� �������
１. 水分散試験

島尻マージにクチャや国頭マージを, 国頭マージにク

チャを混合した時の, 水分散性の懸濁質濃度 (ＳＳ濃度)

の測定結果を図１に示した.

� 島尻マージにクチャを混合した場合

クチャの混合割合が高くなる程, 懸濁質濃度も上昇し

クチャの影響を強く受ける.

クチャを２～３割混合するだけで, 懸濁質濃度は３～

５万まで高くなり, 島尻マージ単独の場合に比べ５倍以

上の値を示す.

ここで島尻マージとクチャを単独で水分散させたとき

の懸濁質濃度0�55万����と15�9万����からそれぞれの
割合における島尻マージとクチャの懸濁質濃度を計算し

た予測値と実測値の比較を行ったのが表１である.

クチャの割合が増加すると予測値も比例して高くなり,

実測値とほぼ同じような数値を示した. この結果クチャ

が1割混合されると, 懸濁液中の土粒子の約75％がクチャ

の土粒子となり, ２割混合で88％, ３割混合で93％, ４

割混合で95％, ５割混合では97％となることが予測され

る. クチャを１割混合するだけで, 懸濁液中にはクチャ

土粒子が多くなることから, 沈降特性などにも影響を与

えるものと思われる.

また, 島尻マージ単独と島尻マージにクチャを１割混

合した土壌を, ５回連続して水分散させた時の懸濁質濃

度と懸濁物質量の結果を表２に示した.

島尻マージにクチャが混合された土壌では, 島尻マー

ジ単独に比べ１回目, ２回目の懸濁質濃度が高くなり�
特に１回目はかなり高くなっている.

また, 島尻マージの懸濁物質量が8�0ｇ�100ｇに比べ,
島尻マージにクチャが１割混合するだけで16�3ｇ�100ｇ
と約２倍となっている.

島尻マージは, 他の土壌よりも一般的に団粒構造が発

達している. クチャの混合割合が少ないと, 島尻マージ

の影響を受け分散土粒子が少なくなることも予測された

が, 実際はほとんど影響を受けていない.

これは, 島尻マージの畑などでクチャが客土されると,

降雨の際にクチャ流出が起こり濁水濃度が高くなること

につながる. このため, 土壌流出が少ない島尻マージ地

域でも, クチャ客土による土壌流出問題の拡大が懸念さ

れる.

実際, 沖縄島南部の島尻マージ畑では, クチャ客土に

より濁水濃度が１万����を超えることがあり, 最高５
万����を超える高濃度濁水が発生した事例もある.� 島尻マージに国頭マージを混合した場合

島尻マージにクチャを加えた時と同様, 国頭マージで

も懸濁質濃度が高くなる. 国頭マージの量が２割になる

だけで, 懸濁質濃度は２倍になる. 国頭マージが１割混

合されると懸濁液中の約41％が国頭マージ土粒子に, ３

割混合で約74％, ５割混合で約86％が国頭マージの土粒
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図１. ２種類の土壌等を混合した時の水分散性懸濁質濃度.
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表１. 島尻マージにクチャを混合した時の懸濁質濃度の

実測値と予測値の比較. (mg/�)
��� �������� ��� ��� ��� ��� �������������� ����� ����� ����� ����� ����� ��������� ������ ����� ����� ����� ����� ����表２. 島尻マ－ジと島尻マ－ジにクチャを混合した土壌

の分散回数別懸濁質濃度. (mg/�)



子になると予測される.

降雨の際には, 国頭マージの流出により濁水濃度が高

くなることが予測される.� 国頭マージにクチャを混合した場合

もともと国頭マージ, クチャとも水分散性が高く, 懸

濁質濃度は他の土壌等の組み合わせよりも高くなる. ク

チャが２割混合されると懸濁質濃度は２倍以上に, ３割

混合で３倍弱に増加する.

また, クチャが１割混合されると, 懸濁液中のクチャ

土粒子の割合は約50％に, ３割で75％, ５割になると約

90％になると予測される.

これまで, 島尻マージの畑では土壌改良の目的から,

ジャーガル畑では流出した土壌を補うためにクチャ客土

が行われてきた.

しかしながら, ２種類の土壌等を単に混合するだけで

は, 流出し易い土壌等が先に流亡したり, 土壌流出量が

多くなるなど環境汚染の原因になる可能性が高くなる.

このため客土などによる土壌改良を実施する場合には,

土壌構造の改善を図るために有機物を施用するなど, 土

壌流出対策の検討が必要である.

２. 沈降試験� 島尻マージ, 国頭マージ及びクチャの沈降特性

それぞれの土壌懸濁液の初期濃度を, 5�000����に設
定したときの沈降曲線を図２に示す.

国頭マージの場合, 沈降開始から２～３分後にはフロッ

クを形成し, 急速に成長しながら沈降 (凝集性沈降) す

るため, ５分経過後の懸濁質濃度は300����以下と急激
に減少する.

これに対し, クチャでは, 肉眼によるフロックの形成

はほとんどみられず, 個々の土粒子が単粒子的な沈降を

示すため60分後の懸濁質濃度も4�600����と高く, 土粒
子の沈降は遅くなる. 一方, 島尻マージでは, ５～６分

経過後からフロックの形成がみられるようになるが, ほ

とんど成長せずにそのまま沈降するため, 60分後の懸濁

質濃度は2�000����と, クチャと国頭マージのちょうど
中間的な値となる.

24時間後の懸濁質濃度を比較すると, クチャが700����とかなり高く, 島尻マージは87����となり, 国頭
マージでは4�5����と最も低くなる.
このように, 沖縄に分布する土壌等の一般的な沈降特

性は, 土壌��が酸性を示す国頭マージが最も沈降が早
く, 反対にアルカリ性を示すクチャが最も沈降が遅く,

弱酸性から弱アルカリ性を示す島尻マージは両者の中間

的な沈降特性を示す.� 土壌懸濁液の沈降特性

1) 島尻マージにクチャを混合した場合

図３に, クチャの量を１～５割混合して得られた土壌

懸濁液の沈降曲線を示した.

クチャの量が１割では, 島尻マージ単独に比べ若干沈

降が遅くなる程度であるが, ３割以上になると, 沈降曲

線はクチャと同じような傾向を示す. クチャが３割程度

混合されるだけで, 懸濁液の沈降速度がクチャ並に遅く

なる.

2) 島尻マージに国頭マージを混合した場合

島尻マージに国頭マージを１～５割混合して得た土壌

懸濁液の沈降曲線を図４に示した.

島尻マージに国頭マージを１割混合して得た土壌懸濁

液では, 沈降開始後すぐに土粒子がフロックを形成しな
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図２. 土壌等の沈降曲線.
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図３. 島尻マ�ジとクチャの土壌懸濁液の沈降曲線.
図４. 島尻マ�ジと国頭マ�ジの土壌懸濁液の沈降曲線.



がら沈降するため, 国頭マージ単独とほとんど同じよう

な沈降傾向を示す.

国頭マージの量が３割以上になると, 懸濁質の沈降速

度は国頭マージ単独と同じような傾向を示し, 島尻マー

ジによる影響はほとんどない.

3) 国頭マージにクチャを混合した場合

図５に, クチャを１～５割混合し得られた土壌懸濁液

の沈降曲線を示した.

クチャの量が１割では, フロックの形成がやや遅れる

が, その後はフロックの成長とともに急速に沈降が早く

なり, 20分以降は国頭マージ単独の場合とほとんど変わ

らない. クチャの量が3割以上になると, フロックの形

成も成長速度も遅くなるため, 沈降が遅くなる傾向を示

す. さらにクチャの量が５割に増えるとフロックの形成

はほとんどみられず, 単粒子的な沈降に近くなるため沈

降速度がさらに遅くなる.� 混合懸濁液の沈降特性

1) 島尻マージにクチャを混合した場合

図６にクチャの懸濁液を１～９割加えた場合の混合懸

濁液の沈降曲線を示した.

クチャの割合が１～３割では島尻マージ単独とほとん

ど変わらず, ５～７割とクチャの増加とともに沈降も遅

くなり, ９割になるとクチャと同じような沈降傾向を示

す.

24時間後の懸濁質濃度は, クチャ単独で700����, ク
チャ９割で684����, ７割で358����, 5割で145�����
３割で134����, １割で83����となる. この数値から
もクチャ９割では, クチャ単独とほとんど変わらず, ク

チャの割合が７割以下では島尻マージの影響を受け, 沈

降が若干早くなる傾向を示す.

土粒子の沈降速度が遅くなるためには, クチャ土粒子

が９割以上と多量に存在する必要がある.

島尻マージとクチャを５対５で混合した際の沈降速度

は, 島尻マージ単独の沈降傾向に近く, 懸濁液の沈降特

性は島尻マージの影響を強く受ける.

2) 国頭マージに島尻マージを混合した場合

図７に, 国頭マージの懸濁液を１～９割加えた場合の

混合懸濁液の沈降曲線を示した.

国頭マージを５～９割加えた場合は, 国頭マージ単独

とほぼ同じ沈降速度を示した. 国頭マージ３割では, フ

ロックの形成がやや遅れる程度で10分以降の沈降速度は

国頭マージ単独並に早くなる. 国頭マージ１割では, ５

分以降にフロックの形成が始まり10分までの初期の沈降

は若干早くなるが, 10分以降は緩やかな沈降傾向を示す.

懸濁液中の全土粒子数に占める国頭マージの粒子数が

１割と少なくても, 初期の10分間でフロックが凝集し始

め, このフロックに一部の島尻マージ土粒子が取り込ま

れるような形で沈降が進行しているようである. 国頭マー

ジの土粒子割合が３割以上になると, 島尻マージ土粒子

のほとんどが, フロックと一緒になって沈降している.

国頭マージと島尻マージを５対５で混合した際の沈降

速度は, 国頭マージ単独と同じであり, 懸濁液の沈降特

性は国頭マージの影響を強く受ける.

3) 国頭マージにクチャを混合した場合

一般的に, 国頭マージは最も沈降が早く, クチャは最

も沈降が遅い.

図８に, クチャの懸濁液を１～９割加えた場合の混合

懸濁液の沈降曲線を示す.
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図７. 島尻マ－ジと国頭マ－ジの混合懸濁液の沈降曲線.
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図５. 国頭マ�ジとクチャの土壌懸濁液の沈降曲線.
図６. 島尻マ－ジとクチャの混合懸濁液の沈降曲線�



クチャの量が１割では, 国頭マージ単独の沈降傾向と

同じようになる. クチャの量が３～５割になると, フロッ

クの形成がやや遅れるが５分～10分の沈降速度は速くな

る. クチャが７割になると, フロックの形成が遅れるだ

けでなく, フロックが大きく成長できず沈降は遅くなる.

クチャが９割になると, フロックの形成がほとんどみら

れずさらに沈降速度は遅くなり, クチャの沈降傾向に近

くなる.

国頭マージとクチャを５対５で混合した際の沈降速度

は, 国頭マージ並に沈降が早く, 懸濁液の沈降特性は,

国頭マージの影響を強く受ける.� 土壌懸濁液と混合懸濁液の沈降特性の比較

島尻マージにクチャを混合した場合の土壌懸濁液と混

合懸濁液の沈降比較を図９に示した.

島尻マージ土壌にクチャを３～５割程度加え得られた

土壌懸濁液と, クチャが９割を占める混合懸濁液の沈降

がほぼ同じ傾向になる.

これは, 島尻マージとクチャの水分散試験を行った際

に, クチャの混合割合が３～５割になると, 懸濁液中の

クチャの土粒子割合が90％以上を占めると予測した結果

とよく一致する.

さらにクチャ１割の混合で, 土粒子割合が75％になる

との予測とも一致している.

クチャを１割加え水分散させた土壌懸濁液と, クチャ

が５～７割占める混合懸濁液の沈降がほぼ同じであり,

クチャが１～３割占める混合懸濁液と島尻マージ単独が

同じような沈降傾向を示す.

次に, 島尻マージと国頭マージの, 土壌懸濁液と混合

懸濁液の沈降比較を図10に示した.

国頭マージが３割以上の土壌懸濁液と国頭マージが５

割以上を占める混合懸濁液の沈降は, 国頭マージ単独と

同じような沈降傾向を示す. 国頭マージが１割の土壌懸

濁液と３割の混合懸濁液がほぼ同じような沈降傾向を示

す.

この沈降結果から, 島尻マージに国頭マージを１割混

合した時の土壌懸濁液中には, 国頭マージの土粒子が３

割以上存在することになる. 先の水分散試験で, 国頭マー

ジを１割加えて得られる懸濁液中の国頭マージ土粒子は

約40％を占めるという予測とよく一致する.

また, 国頭マージを３割加えて得られる土壌懸濁液中

には, 少なくとも国頭マージの土粒子が50％以上存在す

ることになり, 先の予測と一致する.

次に, 国頭マージにクチャを混合した場合の, 土壌懸

濁液と混合懸濁液の沈降比較を図11に示した.

国頭マージにクチャを加えた場合も, クチャ３割の土

壌懸濁液がクチャ７割を占める混合懸濁液と, クチャ５

割の土壌懸濁液とクチャ９割を占める混合懸濁液の沈降

傾向がほぼ同じようになる.
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図９. 島尻マ－ジとクチャの土壌懸濁液と混合懸濁液の沈

降比較� 図11. 国頭マ－ジとクチャの土壌懸濁液と混合懸濁液の沈
降比較.
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図８. 国頭マ－ジとクチャの混合懸濁液の沈降曲線.

図10. 島尻マ－ジと国頭マ－ジの土壌懸濁液と混合懸濁液
の沈降比較.



この結果は, 先の分散試験のクチャ１割混合で懸濁液

中のクチャ土粒子が約50％を占め, クチャ３割混合で75

％, クチャ５割混合で約90％になるという予測とよく一

致する.

このように, 水分散性試験と沈降特性の比較から, 異

なる土壌等を２種類混合して水分散させると, 懸濁液中

には分散性の高い土粒子が多くなり, その量も他の土壌

等の影響をほとんど受けることはない.� 土壌懸濁液と混合懸濁液の��の変化と沈降特性の
関係

種々の混合割合の土壌懸濁液と混合懸濁液の��の変
化を図12に示す.

国頭マージにクチャを加えた場合, 同じ混合割合で比

較すると土壌懸濁液のほうが混合懸濁液よりも��は高
くなっている. 土壌懸濁液５�５のクチャの土粒子量は,
混合懸濁液では１�９に相当するとしたが, ��もほぼ同
じような値を示している.

同様に国頭マージに島尻マージを加えた場合も. 土壌

懸濁液の方が若干��は低くなっている.
このように, ２種類の土壌等を混合すると分散性の高い

土粒子が懸濁液中に多くなることが, ��の比較からも
結論づけられる.

図13に, 沈降開始30分後の懸濁質濃度と��の関係を
示した.

懸濁液の��が高くなる程, 懸濁質濃度も高くなり,
沈降が遅くなる傾向にある.

懸濁液の��が6�5以下では, 沈降開始30分後の懸濁質濃
度は500����となり, ��が8�0以上になると懸濁質濃度
は, 3�000����以上になる.� 実際の流出濁水との比較

1) 流出濁水の沈降特性

それでは, 実際の流出濁水ではどうなるのか, 島尻マー

ジにクチャ客土された畑 (裸地) から降雨時に採水した

濁水の沈降曲線を示したのが図14である.

試料Ａ, Ｂは玉城村糸数, 試料Ｃは糸満市真栄平で採

水したサンプルである.

試料Ａ～Ｃの沈降曲線は, クチャとほぼ同じような傾

向を示している.

混合懸濁液の沈降試験との比較から, 懸濁液中のクチャ

の粒子が占める割合は９割以上であることが類推できる.

このように, 実際の島尻マージにクチャが客土された

畑でも, 降雨の際にはクチャが優先的に流出しているこ

とになる.

2) クチャ客土土壌の懸濁物質流出量

試料Ａの濁水を採水した地点の土壌サンプルを用いて,

懸濁物質量を測定したのが表３である.

島尻マージの懸濁物質流出量が8�0ｇ�100ｇであるの
に対し, クチャ客土された土壌では41�8ｇ�100ｇと５倍
以上も高くなっている.

この数値や濁水のＳＳ濃度からも, かなりのクチャが

客土されていることが予想される.

３. 侵入能試験

島尻マージ単独, クチャの割合が５～９割の混合懸濁
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図12. 土壌懸濁液と混合懸濁液のｐＨの比較.

図13. 沈降開始30分後の懸濁質濃度とｐ�の関係.
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図14. 実際の流出濁水の沈降曲線.



液及びクチャ単独の浸入能の変化を図15に示した.

島尻マージ単独に比べ, クチャの混合割合が高くなる

と浸入速度も小さくなり, ２回目以降の浸入速度の減少

が大きくなる.

これは, 島尻マージの土壌間隙にクチャの土粒子が浸

入すると同時に表面にはクラスト (暗赤色をした島尻マー

ジの表面に灰色のクチャの被膜ができる) を形成してい

るためだと考えられる.

これに対し島尻マージ単独では, クラストの形成がほ

とんどみられない.

クチャが７割以上になると, 浸入速度は島尻マージ単独

に比べ, １回目で５倍, ２回目以降は10倍以上遅くなる.

例えば, ４回目の浸入能で比較すると, 島尻マージ単独

では１時間当たり約40��浸透するのに対し, クチャ９
割では１��以下とかなり小さくなる.
なお, 各懸濁液の初期濃度を10�000����に設定したが,

ろ過水のＳＳ濃度は, いずれも100����以下であった.
このように, 懸濁液中にクチャが存在すると, 浸透能

が大きく低下することから, 島尻マージとクチャが混在

するような地域での浸透池による防止対策は十分な検討

が必要である. � ���
今回, ２種類の土壌等を混合することにより水分散性

や, 沈降特性などについて次のような結果が得られた.

１. 島尻マージにクチャを混合した場合

水分散性の懸濁質濃度は, クチャの量に比例して高く

なり, 沈降速度もクチャの量が３割以上になるとクチャ

並に遅くなる.

また, 島尻マージに対する浸透能もクチャの割合が高

い土壌懸濁液では, クラストを容易に形成し浸透速度が

クチャ並に小さくなる.

２. 島尻マージに国頭マージを混合した場合

水分散性の懸濁質濃度は, 国頭マージの量に比例して

高くなり, 沈降速度も国頭マージ１割でも, 国頭マージ

と同じように早くなる.

３. 国頭マージにクチャを混合した場合

水分散性の懸濁質濃度は, クチャの量に比例して高く

なり, 他の土壌等の組み合わせと比べ最も高くなる.

沈降速度もクチャ１割では, 国頭マージ並に沈降が早く

なるが, クチャ３割で島尻マージ並に, クチャ５割では

さらに沈降が遅くなる.� ������������������
これまで開発事業などにおいては, 主に工事区域内に

分布する土壌等の種類により, 赤土等流出防止対策が実

施されてきた.

しかしながら, これまでの調査研究からも降雨時に発

生する濁水の濃度や量, あるいは沈降特性などを把握す

ることが, 赤土等流出防止対策を実施するうえで特に重

要なこととなる.

１. 土壌等が単独である場合� 島尻マージの場合

一般的に島尻マージ単独であれば, 降雨時に発生する

濁水のＳＳ濃度は最高5�000����前後であり, 濁水発生
量も少なく, 土粒子の沈降も比較的早いから, 浸透池に

よる地下浸透でも対策が十分可能である.� 国頭マージの場合

国頭マージでは, 降雨時の濁水濃度は１万～２万����とやや高く, 濁水発生量も多くなるが, 土粒子の
沈降速度は一般的に速くなる. このような場合には, 自

然沈降式の沈殿池で十分対策が可能である.

ただし, 国頭マージの中には流出濁水の��がアルカ
リ性を示すものがあり, この場合沈降速度はクチャ並に

遅くなるため, 自然沈降式の沈殿池では処理が困難とな

り, 他の対策方法を考える必要がある.� クチャの場合

クチャでは, 降雨時の濁水濃度が他の土壌に比べ３万

～７万����と最も高く, 発生する濁水の量も多く, さ
らに土粒子の沈降速度が最も遅くなるから, 自然沈降式

の沈殿池だけでは処理が困難である. 凝集剤の使用など

他の方法を採用する必要がある.

２. ２種類の土壌等が混在する場合� 島尻マージとクチャ

クチャの量が３割程度混合されるだけで, 濁水濃度は

１～５万����に高くなり, 沈降速度もクチャ単独並に
遅くなる. このため, 浸透池や沈殿池による防止対策で

は十分な効果が期待できない. 凝集式沈殿を採用するな
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図15. 島尻マ－ジに対する各種混合懸濁液の回数別浸入能.



ど他の防止対策の検討が必要である.� 島尻マージと国頭マージ

国頭マージが混合すると, 濁水濃度も１～２万����
程度まで高くなるが, 沈降速度は国頭マージ単独並に速

くなる. このため, 浸透池による対策では, 池の底にク

ラストを形成し濁水が浸透できずにオーバーフロ－する

可能性が高くなる. これに対し, 沈殿池による濁水処理

では, 土粒子の沈降がある程度早くなるため十分対策が

可能である. ただし, 国頭マージがアルカリ性を示すよ

うな場合だと, 沈降速度がクチャ並に遅くなることがあ

るから十分注意する必要がある.� 国頭マージとクチャ

クチャの量により濁水の量や性質がかなり異なってく

る. クチャの量が少なければ濁水濃度も２～３万����
で, 沈降速度も国頭マージ並に早くなるから, 自然沈降

式の沈殿池による対策で十分可能となる. しかし, クチャ

の量が多くなると, 濁水濃度も５～６万と高くなり, 沈

降速度も遅くなるから沈殿池以外の対策方法を考える必

要がある. � ����
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